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研究の概要 
本研究は、①交通行動データ収集・解析手法の高度化、②創発型交通ネットワークフロー  

モデルの開発、③動的ネットワーク運用方策の構築を行い、突発事象や災害によりシステ 

ム障害が発生した交通ネットワークの信頼性を回復させるための動的なリスクマネジメ 

ント手法を構築するものである。 

研 究 分 野：交通工学 

キ ー ワ ー ド：移動体観測、交通行動、交通流モデル、動的リスクマネジメント 

１．研究開始当初の背景 
我が国では自然災害や突発事象が頻発して

きた。さらに今日の高度情報化社会では、交

通ネットワーク上で起こる自然災害や突発事

象による影響が加速度的に拡大する危険性が

高い。これらの異常事象による社会的影響を

最小限に抑えるには、高度化が進む移動体デ

ータを最大限活用しながら、交通ネットワー

ク利用者の行動を理解した上で、迅速な規制

と制御を含む動的リスクマネジメントを実行

する必要がある。 

２．研究の目的 
このような背景の中、本研究の目的は、①

移動体観測技術による交通システム利用者の

行動モニタリング手法を高度化し、②時空間

解像度の高い行動データを用いた動的ネット

ワーク交通流解析モデルを開発するとともに、

③突発事象や災害によりシステム障害が発生

した交通ネットワークの信頼性を回復させる

ための動的なリスクマネジメント手法を構築

することにある。さらに、新たな行動調査・

分析手法、ネットワーク解析手法およびリス

クマネジメント手法を一体化して実際の都市

空間に適用することによって、方法論の有用

性を検証し、移動体観測に基づく交通ネット

ワークの動的リスクマネジメントシステムを

確立する。 

３．研究の方法 
サブテーマごとに3つのグループ（①交通行

動データ収集・解析手法の高度化、②創発型

交通ネットワークフローモデルの開発、③動

的ネットワーク運用方策の構築）を組織する

とともに、海外の主要研究者から成る

Advisory Boardを設置する。成果は、数回の

国際シンポジウム、WSの開催を通じて、内外

に発信する他、国際ジャーナルへの投稿を積

極的に行う。また、本研究課題を通してポス

ドク等の若手研究者の育成を行う。 
４．これまでの成果 
①交通行動データ収集・解析手法の高度

化：移動体観測による交通行動調査システ

ムについては、長期間の調査が可能で被験

者に負荷を与えない自動設問システムの

開発を行った。また、生活時間調査やプロ

ーブパーソン調査とStated Preference調
査を組合せた2段階の調査システムを開発

し、災害時を想定した詳細で現実的な行動

データが収集可能となった。静岡県地域で

のフィールド調査を実施して一定数の被

験者数を確保し、開発した調査システムが

有効に機能することを確認した。さらに、

広域・長期間でかつ高精度の行動ログデー

タを用いて交通状態を可視化するための

システムを開発し、異常時の交通状態の挙

動を広域にわたって把握することが可能

となった。  
②創発型交通ネットワークフローモデル

の開発：エージェント間の相互作用を考慮  

移動体観測に基づく交通ネットワークの動的リスクマネジメント 
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浜松市における避難行動 

色：標高（明るい緑ほど高い）、赤印：避難する人の津

波 発 生 時 位 置 、白 印 ：避 難 しない人 の位 置 、黄 印 ：

即時避難する人の避難先位置 

 

しかつミクロ的基礎を持つモデルの作成

とその収斂プロセスの基礎理論解析を実

施するとともに、それに基づいて動的交通

流シミュレータ開発を継続している。理論

構築した情報伝播経路、情報更新過程と利

用者の異質性を考慮した交通行動（経路、

時刻などの選択）との関連性分析は、複数

の行動主体の相互作用や創発性を組み込

んだ理論と、エージェントベースシミュレ

ーションを両立させたもので、災害時の情

報提供の在り方について普遍的な成果に

結びつくものと考える。  
③動的ネットワーク運用方策の構築： 

規範的行動に基づいたFirst-Bestな避難解

析は、効率的な避難支援策の設計と避難オ

ペレーション構築のベンチマークとなる

もので、石巻市ネットワークで試算を行っ

た。また、災害時のオンデマンド型・相互

扶助型の公共交通サービスにおいては、変

動の大きな災害時の需要把握とそれに逐

次追随したサービスマネジメントという

これまでにないシステムを提案し、陸前高

田、黒部における社会実験を通して、実用

性を確認している。さらに、東日本大震災

直後に、多くの都市で問題となったグリ
ッドロックについても解析を進めている。 

 プロジェクトでは、ポスドク、研究員を

8名雇用して育成を図ってきた。また、

ISTTT(2015),INSTR(2015),国際WS 
(2017)等を開催して情報発信に努めた。  
５．今後の計画 

今後は、交通行動モデル、動的交通流モデ

ル、および動的ネットワーク運用方策という

サブテーマごとの研究を完了させるとともに、

それらを統合して交通ネットワークの動的リ

スクマネジメントを行った際の出力結果の安

定性と有用性について一体的に検証し、方法

論の適用範囲と課題を明確にしていく。全体

の研究成果は和文および英文の報告書として

まとめるとともに、評価の高い国際ジャーナ

ルの特集号として、成果を発表していく予定

である。 
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平常時(左)とグリッドロック時(右)の道路ネッ

トワーク状態 赤色ほど混雑を表す 

石巻市における規範的行動モデルの試算 

左：石巻市ネットワーク、右：赤点は避難開始10分後の避

難車の位置 


